
 

 

 

通信量からみた我が国の音声通信利用状況 

【平成 27年度】 

（概要版） 

 

 

この資料は、電気通信事業報告規則（昭和 63年郵政省令第 46号）の規定に基づき、

電気通信事業者から報告のあった平成 27 年度分（平成 27 年 4 月 1 日～平成 28 年 3

月 31 日）の加入電話、ＩＳＤＮ、公衆電話、ＩＰ電話、携帯電話及びＰＨＳの利用

状況について集計・分析を行い、取りまとめたものです。 
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１ はじめに 
 

(1) 統計の目的 

電気通信サービスは、国民生活、社会経済活動に必要不可欠なサービスです。

このような電気通信サービスの在り方を検討するためには、その利用動向を客観

性、信頼性のあるデータに基づいて把握することが不可欠となっています。 

このような観点から、総務省（当時郵政省）では、昭和 63 年に電気通信事業

報告規則（昭和 63年郵政省令第 46号）を定め、電気通信事業者から音声サービ

スに係るトラヒック（通信量）データ等の報告を求め、電気通信政策の策定等に

活用しているところです。 

また、本データを国民利用者に公表することにより、電気通信サービスに対す

る理解を深めることに役立てています。 

 

(2) 報告対象事業者 

電気通信事業報告規則の規定により報告義務の対象となっている電気通信事

業者からの報告を取りまとめています。 

内訳については、以下のとおりです。 

 

＜国内トラヒック＞ 

固定系（加入電話、ＩＳＤＮ、公衆電話）関係  １２者 

ＩＰ電話関係  ２２者 

移動系（携帯電話・ＰＨＳ）関係 １１者 

＜国際電話トラヒック＞        ８者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意】 

数値は表示単位未満を四捨五入しているため、合計の数値と内訳の計や、図表内の

数値から計算される増減率と表示されている増減率等については一致しない場合も

あります。 

電気通信事業者は、平成 27年度末現在のものです。 
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６ 国内トラヒックの相互通信状況 
 

① 国内通信の相互通信状況を通信回数でみると、固定系発・加入電話、ＩＳＤＮ着

の割合は 21.9％、ＩＰ電話発・ＩＰ電話着の割合は 1.2％、携帯電話・ＰＨＳ発・

携帯電話・ＰＨＳ着の割合は 44.3％。 

② 国内通信の相互通信状況を通信時間でみると、固定系発・加入電話、ＩＳＤＮ着

の割合は 16.7％、ＩＰ電話発・ＩＰ電話着の割合は 1.4％、携帯電話・ＰＨＳ発・

携帯電話・ＰＨＳ着の割合は 54.0％。 
 

【相互通信状況（通信回数）】 

（単位：億回） 

        着信 

発信 

加入電話

ISDN 
IP 電話 

携帯電話・

PHS 
合計 

固
定
系 

加入電話 
105.7    

（11.8%）    

公衆電話 
1.0 2.3 28.7 226.4 

（0.1%） （0.3%） （3.2%） （25.3%） 

ISDN 
88.6    

（9.9%）    

IP 電話 
112.4 10.4 26.2 149.1 

（12.6%） （1.2%） （2.9%） （16.7%） 

携帯電話・PHS 
62.4 60.1 395.6 518.1 

（7.0%） （6.7%） （44.3%） （58.0%） 

合計 
370.2 72.8 450.5 893.5 

（41.4%） （8.1%） （50.4%） （100.0%） 
 (注)  

１ 着信欄の「IP 電話」及び「携帯電話・PHS」では、システム上発信側が加入電話、公衆電話、     

ISDNのいずれであるか識別できない。 

２ 上段は通信回数、下段は相互通信合計に占めるシェア。 
 

【相互通信状況（通信時間）】 

（単位：百万時間） 

        着信 

発信 

加入電話、

ISDN 
IP 電話 

携帯電話・

PHS 
合計 

固
定
系 

加入電話 
350.0    

（10.4%）    

公衆電話 
2.2 9.0 81.7 653.1 

（0.1%） （0.3%） （2.4%） （19.4%） 

ISDN 
210.2    

（6.2%）    

IP 電話 
363.4 47.7 77.2 488.3 

（10.8%） （1.4%） （2.3%） （14.5%） 

携帯電話・PHS 
213.5 195.3 1,821.8 2,230.6 

（6.3%） （5.8%） （54.0%） （66.1%） 

合計 
1,139.2 252.1 1,980.7 3,372.1 

（33.8%） （7.5%） （58.7%） （100.0%） 
(注)  

１ 着信欄の「IP 電話」及び「携帯電話・PHS」では、システム上発信側が加入電話、公衆電話、     

ISDNのいずれであるか識別ができない。 

２ 上段は通信時間、下段は相互通信合計に占めるシェア。 

  






